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第 6 章では，実用合金・ Kモネル・メタル (Al と Ti を含有するモネル・メタル)に関して，その
機械的性質に与える Si含有量，熱間加工方法および熱処理条件などの製造冶金学的因子の影響につい
て検討し，本合金の品質管理上有用な多くの知見を得ている。









(1) モネル・メタルの鋳造組織に生ずるミクロ偏析を詳細にしらべ 偏析の制御に対する第 3 添加元
素の種類と凝固速度の効果を明らかにし，偏析を小さくするためには Mn と Siの添加が有効で、ある
ことを見出した。、
(2) 塑性加工材の微細再結晶粒を得るための温間加工条件を明らかにした。
(3) Kモネル・メタルの応力腐食割れに鈍感な熱処理条件を明らかにし，高強度と耐食性の高い製造
法を確立した。
以上のように本論文で得られたモネル・メタルに関する知見は，学術および応用の両面において冶
金学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
つん???
